説教「イエスの復活」

聖書：マルコ１６章１－８復活する
1 安息日が終わると、マグダラのマリア、ヤコブの母マリア、サロメは、イエスに油を塗りに行くために香料を買った。2 そして、週の初めの日の朝ごく早く、日が出るとすぐ墓に行った。
3 彼女たちは、「だれが墓の入り口からあの石を転がしてくれるでしょうか」と話し合っていた。4 ところが、目を上げて見ると、石は既にわきへ転がしてあった。石は非常に大きかったのである。5 墓の中に入ると、白い長い衣を着た若者が右手に座っているのが見えたので、婦人たちはひどく驚いた。6 若者は言った。「驚くことはない。あなたがたは十字架につけられたナザレのイエスを捜しているが、あの方は復活なさって、ここにはおられない。御覧なさい。お納めした場所である。7 さあ、行って、弟子たちとペトロに告げなさい。『あの方は、あなたがたより先にガリラヤへ行かれる。かねて言われたとおり、そこでお目にかかれる』と。」
8 婦人たちは墓を出て逃げ去った。震え上がり、正気を失っていた。そして、だれにも何も言わなかった。恐ろしかったからである。
要旨
【安息日が終わると】
　　１６：１に「安息日が終わると」と記されていますが、ユダヤの日の数え方は、日没から日没となっていて、安息日（土曜日）の夕となり、安息日が終わると、三人の女性たちはすぐに行動を起こし、香油を買い求めました。暗い中、急いで、香油を手に入れたのです。そして、そのまま太陽が昇るまで待ってキリストが葬られた墓に行ったと記されます。目的はキリストの体に香油を塗るためでありました。
【ニコデモ】
ところで、ヨハネ１９；３９によりますと、ニコデモという人物がアリマタヤのヨセフの墓にキリストの体が納められた時、没薬と沈香を混ぜた（オリーブ）油を１００リトラ持ってきたと記されます。１００リトラは、３２．６キログラムにあたります。それは相当の量ということができます。
ニコデモは何故このような大量の香油を運び込んだのか分かりませんが、一度で使い切ることはとてもできません。三人の女性たちはこのニコデモの行動を知っていたかどうか分かりません。知っていた可能性は十分にあります。それなのに何故また香油を準備したのか。それは、彼女たちがイエスに特別の愛着を持っていたからでしょう。

【キリストに対する愛情と丁寧な葬り】
　当時のユダヤ人は、遺体を亜麻布でぐるぐる巻きにし、葬る習慣のあったことが知られています。エジプト人のように死体をミイラにする習慣はありませんでした。しかし、ユダヤ人の場合、遺体に香油を塗ったのです。当地では、日中はかなり高温になります。そこで、遺体は短時間で傷みます。それで、死臭を消してしまうような香油が用いられました。このようにして死者を丁寧に葬りました。マグダラのマリヤ、ヤコブの母マリヤ、それにサロメがすでにニコデモが大量の遺体のための香油を墓に納めてあるのを知ったとしても、彼女たちはその思い、イエス・キリストに対する愛情と愛着を示すためにどうしても彼女たちの手でキリストの体に香油を塗らなければならないと思ったのでした。このように死者を悼み、その体に最大級の敬愛を示そうとする葬りは決して邪道ではありません。それは大変自然な行動です。死んだ者に対する愛情を丁寧な葬りで表すことは自然な行動なのです。

【墓の入り口の大きな石】
　彼女たちは墓に急ぎます。しかし、問題がありました。誰が墓の前の大きな石を転がすのか。マタイ２７：６２以下では、ピラトが祭司長たちの要求で墓の前に番兵を置いたことが記されています。このことを女性たちが知っていた可能性はあります。だから、このローマの兵士たちに頼んで墓の入り口の石を動かしてもらえるかもしれません。しかし、それは無理なことかもしれません。兵士たちが上司に無断で墓を空けることはありえないことであったと思われます。

　それでも、彼女たちはどんどん墓のほうへ進んで行きます。墓に行くのは何故なのか。この婦人たちにとって墓に行くことは大きな意味があったと思います。墓は生と死を隔てるところです。生きているものはそこで死者と決して会うことができない隔てを感じさせられるところです。言い換えれば死の峻厳さを知らされることになります。死はそれは苛酷な現実です。と同時に、墓はそこで死んだものとを思い出し、ときにはそこにいる場所として認識されます。霊魂という形であるか、単なる記憶としてであるか、それはともかく、墓は死んだものを追憶し、また、あたかも生きているかのように交わることのできる場所でもあります。三人の女性たちは、キリストの体に香油を塗る行為を通して、イエス・キリストを思い出し、キリストへの愛着を想起し、生きていたキリストと交流をしようとしたのです。

　このような感情は不自然なものではありません。死んだ者はすでに消滅した。だから、もう何もかも死者のことを思い起こすことは不要だとする割り切り方は人間の自然な情を無視しているということができるでしょう。

　しかし、また墓はそのような死者との交流を求めても、死が、厳然たる事実として、生きているものとの間を隔てるところでもあります。

　その墓が開いていました。婦人たちはイエス・キリストの体が納められている墓の前に置かれ、墓の入り口を塞いでいた大きな石が転がされ、墓に入ることができるようになっていました。彼女たちにとって墓の前に石はキリストとの隔たりを強いるものでありました。この石のゆえにキリストに近づくことはできません。墓は死がそのように生きているものとの隔てであることを思い知らせるところでもあります。ところが、不思議なことに、その墓を塞いでいた石が転がされ、キリストの体の置かれた場所に近づけたのです。

　復活は生者と死者を隔てる壁を打ち砕きます。キリストの墓の前の石が転がされていたことは、生きているものと死んだものの間の壁が打ち壊されたことを意味しています。

　婦人たちは急いで墓の中を見ます。そこで見たのは白い長い衣を着た若者の姿でした。マルコはそれ以上のことを記しませんが、マタイは天使だと証言します。ルカは一人ではなく、二人であったと記します。長い白い衣は天使の着衣であるということは当時のユダヤ人にはよく知られていたこととされます。マルコはそれが天使と記しませんが、明らかに天使です。
　その天使の役割がここで明白になります。天使はそこに起きている事実を解釈する役目を果たしています。事実とはキリストの体がそこにないということです。

　復活の経過そのものについて聖書はいっさい語りません。よくキリスト復活を描く絵画や映画などがあります。キリストがそっと目を開くと言った場面です。しかし、それはあくまで空想です。
聖書はキリストがどのようにして復活したのか全然知らせようとはしていません。私たちはキリストがいかにしてよみがえったのか知ることを許されていません。

　確かに会堂長ヤイロの娘の蘇生（マルコ５：２１以下）、ラザロの復活（ヨハネ１１：１－４４）などでは、その情景が若干記されています。ところが、キリストの復活の場合はいっさいの目撃者はいません。天使以外に見たものはないというべきでしょう。そのような復活はだれも知ることができません。

　天使は、キリストの体がそこにないこと、それは、キリストが復活したからであること、そのキリスト自身はガリラヤに行かれたと告げます。

　天使は、天上で神を讃美することが専門のように思われています。実際そのとおりで、天使の大群がつねに神をほめたたえています。天使たちの働きはこのような天的礼拝を絶えず守ることにあります。同時に天使の役割は神の意志を伝えることです。それも、ここにあるように、神がなされた事実を伝え、また解釈することにあります。キリストの体はありません。その事実を、祭司長たちはキリストの体を弟子たちが盗み出したことにしようとしました。これも意図は正しくありませんが、事実を解釈する営みです。むろんそれはねじ曲げではあります。天使はキリストの体がそこにないのはキリストが復活したからだと語ります。その言葉がここに記されます。
【キリストの復活】
　結局、キリストの復活は、その情景を詳細に伝えられることで私たちは信じられるようになるのではありません。キリストの復活の次第は私たちには謎のままです。しかし、天使ははっきりそれが復活のゆえであったと明言します。それが聖書の言葉です。私たちの常識で計ればキリストの復活など信じることはできません。だから、キリストの復活の様を詳しく教えろと言う人もいるかもしれません。詳細に、受け入れられるようにキリストの復活の様子を知らせよ。むろん、聖書はそういうことをしません。ただ、天使の証言を記録するのみです。キリストの体が葬られたこの墓に、そのキリストの体はない。その意味は、キリストは復活したということなのだ。天使はそのように断言します。私たちはその天使の言葉を受け入れるしかありません。

　天使はさらに、婦人たちに、弟子たちとペトロに伝言するように命じます。ペトロがここで明示されていることに注目することができます。ペトロはいちばん打ちのめされていたことでしょう。そして、他の弟子もペトロに対する信用を喪失していたことでしょう。あの弟子たちのリーダーであったはずのペトロがキリストを裏切りました。いちばん挫折しているのはペトロです。そのペトロに天使は言葉を伝えます。その言葉はキリスト復活の事実です。

【ガリラヤで再び】　
そして、キリストは先にガリラヤに行くと語られています。

　ガリラヤは、イエス・キリストは主として伝道し、そこで大きなわざを何度も行われました。何よりもそこでキリストは弟子たちを召されました。ガリラヤで再び会おうと言われるのは、それは再出発のためであったということができるでしょう。そこから再度弟子たちは立ち直ってキリストの弟子としてその教えを広める役割を果たすことになります。そのためにガリラヤは再出発のために選ばれる場所でもあります。

　事実、キリストは４０日の間、弟子たちを特訓されます。そして、キリストは天に昇って行かれました。短期間ではありましたが、弟子たちをキリストは教え導かれましたので、そこから教会は新しく出発して行きます。ガリラヤが選ばれたのは弟子たちを立ち直らせ、新たな出発をさせるためでした。復活したキリストが弟子たちをもう一度立たせられます。私たちもしばしば挫折経験をします。絶望することもあります。そこで、私たちは復活のキリストを思い起こさなければなりません。このキリストが私たちを奮い立たせます。復活したキリストは私たちを励まし。再出発を促されます。（おわり）
